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きたきつねのしあわせ 
 

手島圭三郎 絵・文 

絵本塾出版 

 野生のきたきつねの命は約

５年だそうです。メスのきたきつ

ねに先立たれた、つがいのオス

は、残された体力で必死に生

きながら、子どもや孫、そして

きょうだいたちに会いに行きま

す。子や孫に恵まれ、幸せな

一生を終えたきたきつねの話

は、理想の人生のひとつだと

思いました。         

いろのくに かずのくに 
 

スティーナ・ヴィルセン 絵 

カーリン・ヴィルセン 文 

主婦の友社 

 スウェーデン語で「いろいろ

な」と言う意味の「ブロキガ」と

名付けられた生き物たちが、

「リトルピンク」ちゃんと楽しく

絵本のなかを動き回り、カラフ

ルな「いろ」といろんな「かず」を

教えてくれます。驚いたのは、

『ピンク』と『ももいろ』が別な色

だったことです。       

新着図書 
 

・パレスチナ音楽日記 阿部真也 著 

・母と息子の老いじたく ねじめ正一 著 

・全国工場見学ガイド 2011 双葉社 著 

ほか 


